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免疫シナプスの細胞内微細構造とその動態の解析 
 ～Tリンパ球の内側から見た I型糖尿病～ 
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上田 裕紀 

自己免疫寛容が破綻し、自己の免疫システムによ
って膵β細胞が破壊されると、I型糖尿病が発症
する。免疫システムにおいて中枢的役割を担う、
Tリンパ球の制御が、I型糖尿病の発症に重要で
あることが明らかになってきた(Ueda H. et al, 
Nature 2003)。 Tリンパ球は、抗原特異的な T細
胞受容体を介して、抗原提示細胞（APC）上の、
主要組織適合抗原と抗原ペプチドからなる複合体
を検知し、反応を開始する。この時、Tリンパ球
と APC の間に、免疫シナプスと呼ばれる構造が形
成され、免疫応答制御のシステム標的として注目
されている。この免疫シナプスの形成・細胞内構
造制御を三次元的に、電子顕微鏡（EM 
tomography）や共焦点レーザー蛍光顕微鏡（３Ｄ 
Ｌｉｖｅ－ｃｅｌｌ Ｉｍａｇｉｎｇ）で詳細に
解析したので紹介する。 
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